
小さな拠点づくりとは？
住み慣れた地域で安心して暮らし続けるためには、様々な課題の解決が必要です。
そのために知恵を出し合い、計画をつくって出来ることから
少しずつ取り組んでいくことが「小さな拠点づくり」です。

大田市の中心市街地と、世界遺産「石見銀山」との中間に位置する久利・大屋地区。田園風景が広がる中山間地域にあ

り、人口も面積も、規模の異なる二つの地区ですが、これまでの取り組みをお互いに補い合いながら、地域を継続してい

くための新しい計画が動き出しました。

各地区で抱える課題を、より効率的・効果的な手法で解決する仕組みを確立するとともに、担い手の確保につなげます。

そして、「久利・大屋地区の住民が、住み慣れた地域で今後も安心して住み続けることができるまち」を目指して両地区が

連携した取り組みを進めています。

二つの地区が
お互いに補い合って生まれる新しい取り組み
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両地区が連携することで、お互いにメ
リットとなる取り組みを進めていきたい
という思いから、自治会輸送の拡大やボ
ランティアなどできるところから少しずつ
動き出しています。これらの取り組みを今
後も継続していくため、推進組織の法人
化や地域の拠点となる施設整備も予定
しています。補助金だけに頼るのではな
く、特産品の販売など地域で稼ぐ仕組み
も考えながら、持続可能な地域づくりを
目指しています。

以前から強いつながりのあった久利地区
と大屋地区は、それぞれが抱える課題に
対し、連携して取り組んでいこうと話し合
いがスタート。「生活交通の確保」、「生活
支援の環境整備」、「助け合いネットワー
クの構築」の3つの柱を掲げ、2021年に
は、各地区から役員を選出した「久利・大
屋地区小さな拠点推進協議会」を設立。
協議会内に3つの部会をつくり、具体的
な検討及び実践活動を進めていくことに
しました。

2021年4月より、久利地区で既に実施し
ていた自治会輸送を大屋地区にも拡大
し、両地区共同での自治会輸送が始まり
ました。両地区内の障がい者や75歳以
上の高齢者、自家用車を所有していない
等、条件を満たす住民を対象に週4回、
事前予約制で自宅から目的地までの送
迎を行います。「久利・大屋地区小さな拠
点推進協議会」が運行窓口となり、運転
手は両地区から募った住民ボランティア
が担っています。

通院と買い物に行く時
に「デマンド型自治会
輸送」を利用していま
す。家の前まで送迎して
もらえるのでありがた
いです。
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地域高齢者の生活の困りごとを解消し、
外出しやすい環境をつくることを目的に、
草刈り・除雪などのボランティア組織とし
て「手ごし隊」を結成。住民の要望に応
じ、住宅周辺や耕作放棄地の草刈り、進
入路の除雪などの支援を行います。ボラ
ンティア数名で草刈りを中心に活動をし
ていますが、今後は地区内をはじめ、地
区出身者、地域づくりに興味のある方に
声をかけ、取り組みを広げていきたいで
す。
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